
３月末の人口の動き

人口

男

女

世帯

出生

死亡

転入

転出

28,785人

13,915人

14,870人

9,962戸

28人

18人

332人

324人

（＋18）

（＋  6）

（＋12）

（＋53）

（　）は前月比
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　３月28日、杉水の
菅原神社で25年に１
度の年紀祭がありま
した。当日は、天気に
も恵まれて神幸行列
が地区内を練り歩き、
地元に伝わる「杉水
合志神楽」が奉納さ
れました。

今
月
の
表
紙

地産地消
　　

愛 の献立

この印刷物は大豆油
インキを使用しています

この広報誌は再生紙100％
を使用しています

いっぴん

茶�
　健康飲料として見直され、わたしたちの生活にかかせない「お茶」。
そして５月上旬は「茶摘み」のシーズン。「湯呑みに注いだ時にお
茶が青くなるように、色に一番気をつけています。色がよければ
味と香りは後からついてくる」と話す永田さんは、夫婦、甥の３人
でおいしいお茶づくりに情熱を注いでいます。昭和49年に酪農
からお茶へ経営形態を変え、独学で研究を続け、現在は７ヶ所（約
３町）の茶畑でお茶を栽培しています。
　おいしいお茶の入れ方は、カルキの入っていない水を使い、80
℃～85℃の温度で茶葉が煮えないようにするのがコツとポイン
トを紹介してくれました。
　永田さんが部会長を務めるＪＡ菊池大津中央支所の茶部会では、
消費者が安心して購入できるように、昨年からトレーサビリティ

（※1）を導入し、安全な製品づくりに取り組まれています。
　また、「町内の栽培農家が作るお茶はそれぞれに個性があり、ど
れもおいしい。お茶は嗜好品なので、好みのお茶を選んでもらえ
ればいい」と、消費者のことを第一に考えている永田さんが印象
的でした。
　町内の栽培農家が作るお茶は、直接販売のほか、「ＪＡ菊池とれ
たて市場」や「大津温泉・岩戸の里」で販売しています。

（４月16日の給食献立）

「鶏肉とからいもの揚げ煮」

栄養価（１人当たり）

作り方 （所要時間20分）

材　料（４人分）

①　タレの調味料を合わせて火にかけ少し煮詰めておく。

②　からいもは一口大に切り、油でカラッと揚げる。

③　鶏モモ肉も一口大に切り、小麦粉とでんぷんをつけて揚げる。

④　②と③を①のタレにからめる。

エネルギー
タンパク質
脂質
カルシウム
鉄
ビタミンA
ビタミンB1
ビタミンB2
ビタミンC
塩分量

174Kcal
4.4ｇ
8.0ｇ
21ｍｇ

0.6ｍｇ
21IU

0.06ｍｇ
0.05ｍｇ

8ｍｇ
1.7ｇ

からいも
鶏モモ肉
小麦粉
でんぷん
油
　　三温糖
　　黒糖
　　濃口しょうゆ
　　みりん
　　水

200ｇ
80ｇ

6ｇ
6ｇ

5ｇ
6ｇ

小さじ１
小さじ1/2

少々

品
質
が
高
く
、安
全
な
大
津
の
お
茶
を
た

く
さ
ん
飲
ん
で
欲
し
い
で
す
ね
！

　大津町特産のからいもを毎月給食に取り入れています。子
ども達の好きな鶏肉との組み合わせということもあり残菜
もなく好評な一品です。

学校給食センター

み
ど
り
輝
く
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
大
津

み
ど
り
輝
く
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
大
津

5 2
0
0
4

●「
ミ
ニ
特
区
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

●
平
成
16
年
度
予
算

・
● 2

～
● 3
　
�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
● 4

～
● 6
　

タ
　
レ

注釈（※1）…「トレーサビリティ」
・トレーサビリティとは、消費者の信頼確保や食品の安全性を高めるため、

食品等に生産者名や生産方法等を表示することなどをいいます。

お
茶
生
産
者　

永
田 

数
見
さ
ん（
矢
護
川
）

な
が

た　

か
ず

み

2
5
年
に
１
度
の「
年
紀
祭
」（
杉
水
）

2
5
年
に
１
度
の「
年
紀
祭
」（
杉
水
）



1

「
ミ
ニ
特
区
」
事
業
っ

て
、
み
ん
な
が
楽
し
く

暮
ら
せ
る
自
立
し
た
地

域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
な
ん
だ
ね
。

よ
ー
し
が
ん
ば
る
ぞ
！

自
分
た
ち
の
思
い
を
形

に
で
き
る
か
ら
、
地
域

の
人
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。
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「
ミ
ニ
特
区
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

〜
み
ん
な
が
輝
け
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
〜

　
平
成

１６
年
度
か
ら
「
日
本
一
ま
ち
づ
く
り
ミ
ニ

特
区
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
全
行
政
区
が
自
ら
の
発
想
で
地

域
の
課
題
や
特
性
に
応
じ
た
活
動
に
取
り
組
む
も

の
で
す
。

　
地
域
の
特
色
や
潜
在
的
魅
力
を
生
か
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
「
独
自
事
業
」
と
、
必
ず
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
「
必
須
事
業
」
（
防
災
活
動
・

環
境
活
動
・
あ
い
さ
つ
運
動
）
の
2
つ
の
事
業
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
期
間
は
3
年
間
で
す
。

　
各
行
政
区
を
母
体
に
、
一
人
ひ
と
り
が
地
域
を

見
つ
め
直
す
話
し
合
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

子
ど
も
の
発
想
、
高
齢
者
の
知
恵
、
女
性
の
感
覚

な
ど
持
ち
味
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し
合
う
こ

と
で
交
流
も
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
あ
っ
と
驚
く
ア

イ
デ
ア
や
特
技
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
話
し
合
い
の
中
か
ら
、
地
域
の
み
ん
な
が
参
加

で
き
る
「
○
○
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
が
立
ち
上

が
る
と
理
想
的
で
す
。

　
町
で
は
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
推
進

す
る
た
め
、
職
員
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
や
補
助

金
（
1

行
政
区
年
間

５０
万
円
を
限
度
）
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
人
ひ
と
り
が
輝
い

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

「
ミ
ニ
特
区
事
業
」で
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

「ミニ特区事業早わかり図」

※必須事業（①防災活動②環境活動③あいさつ運動）は選択性ではありませんので、３つ同時に（３年間）取り組んでいただくこと
になります。

　○問い合わせ　役場町民対話室　☎（293）2505

地域の特色などを生かした独自の取り組み

・神楽の復活

・ホタルの里づくり

・子供服リサイクルセンター

・子どもを守る防犯パトロール

・からいもを使った特産品の開発

・漬物名人コンテスト

たとえば

２.必ず取り組んでいただく�

　　　  『必須事業』

事業の種類 具体的な内容

※
必
須
事
業
は
３
つ
で
す

①防災活動

②環境活動

③あいさつ運動

町全体で統一した共通の取り組み（必須項目）

１）自主防災組織の整備

２）防災施設の調査と地図作成・配布

３）訓練（避難、消火など）の実施

１）平成14年度から町で取り組んでいる�

　 『環境美化推進事業』が必須項目です

１）あいさつ通りの設定

２）あいさつ標語の作成

１.地域独自で取り組んでいただく�

　　　  『独自事業』

今
度
始
ま
っ
た

「
ミ
ニ
特
区
事

業
」
っ
て
、
ど

ん
な
内
容
な
の

か
知
っ
て
る
？

具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
の
か
な
。

地
域
の
特
色
な
ど
を
生
か
し
た
「
独

自
事
業
」
と
必
ず
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
「
必
須
事
業
」
の
２
つ
の

事
業
が
あ
る
の
。

　
必
須
事
業
で
は
、

災
害
に
備
え
た
防

災
活
動
、
ご
み
問

題
な
ど
の
環
境
活
動
、

地
域
を
つ
な
ぐ
あ
い
さ
つ
運
動
に

町
全
体
で
取
り
組
む
の
よ
。

知
ら
な
い
！
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「
ミ
ニ
特
区
事
業
」
は
、
町
全
体

を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
行
政
区

と
い
う
小
さ
な
（
ミ
ニ
）
単
位
で
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
取
り
組

む
事
業
な
の
よ
。

2 1

町民が�
主役！

「
ミ
ニ
特
区
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

ど
く

じ

ひ
っ

す

大
津
町
日
本
一
ま
ち
づ
く
り
ミ
ニ
特
区
事
業
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平
成
16
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
主
な
内
容
を
グ
ラ
フ
・
表
を
使
っ
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

　　

今
年
度
の
予
算
総
額
は
、
１
６
８

億
５
千
６
万
円
で
、
前
年
度
比
18
・

１
％
の
増
。
そ
の
内
①
一
般
会
計
は
、

88
億
９
千
１
９
４
万
円
で
、
前
年
度
（
骨

格
予
算
）
に
対
し
18
・
０
％
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
②
各
特
別
会
計
及
び
事
業

会
計
は
総
額
79
億
５
千
８
百
12
万
円
で

す
。

　

歳
入　

町
に
入
っ
て
く
る
お
金
（
歳

入
）
で
一
番
大
き
な
も
の
（
下
グ
ラ
フ
）

は
、
町
税
で
、
歳
入
総
額
の
５
割
に
近

い
41
億
４
千
１
８
９
万
円
で
す
。
次
に

国
・
県
支
出
金
11
億
８
千
６
４
４
万
円

（
構
成
比
13
・
３
％
）、
町
債
９
億
８
千

４
２
０
万
円
（
11
・
１
％
）
地
方
交
付

税
９
億
円
（
10
・
１
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
交
付
税
や
臨
時
財

政
対
策
債
の
減
額
を
補
う
た
め
、
財
政

調
整
基
金
を
２
億
２
千
１
３
７
万
円
繰

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
三
位
一
体
改
革
で
町
に
交
付
さ

れ
る
財
源
が
12
・
０
％
減
少
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
、
介
護
保
険
事
務
費
や

公
立
保
育
所
な
ど
こ
れ
ま
で
国
が
負
担

し
て
い
た
分
が
廃
止
さ
れ
、
代
わ
り
に
、

所
得
譲
与
税
が
町
に
配
分
さ
れ
ま
す
が
、

全
額
は
補
て
ん
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
後
、

国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
を
一
層
受

け
ま
す
の
で
、
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に

進
め
、
健
全
財
政
に
努
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

歳
出　

町
が
使
う
お
金
（
歳
出
）
の

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

防
災　　

万
が
一
の
災
害
発
生
に
備
え

て
町
ぐ
る
み
の
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

環
境　　

ミ
ニ
特
区
事
業
（
Ｐ
３
ペ
ー

ジ
）
必
須
項
目
に
も
あ
り
ま
す
環
境
美

化
の
推
進
を
美
し
い
町
の
実
現
の
た
め

に
、
町
ぐ
る
み
で
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
の
整
備
は
、
農
業
集
落
排

水
事
業
と
併
せ
て
、
整
備
率
の
向
上
と

水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
吹
田

団
地
は
、
16
年
度
中
に
工
事
を
完
了
し
、

町
の
公
共
下
水
道
に
接
続
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉　　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
は
じ
め
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
在
宅
老
人
給
食
サ

ー
ビ
ス
事
業
、
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
元
気
な
高

齢
者
対
策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
各
地

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
が
ん
ば
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金

を
増
額
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援　　

大
津
小
学
童
保
育
施

設
を
建
設
し
ま
す
。

　

保
健
衛
生　　

町
民
の
健
康
を
守
る
健

康
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の
基
本
設
計
を
行

い
ま
す
。

　

社
会
基
盤
の
整
備　　

あ
け
ぼ
の
団
地

57
号
線
が
開
通
し
、
県
道
大
津
・
植
木

線
か
ら
国
道
へ
通
じ
る
道
路
が
新
た
に

完
成
し
ま
す
。
次
に
、
吹
田
団
地
か
ら

国
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、
国
道
の
４
車

線
化
に
併
せ
て
、
吹
田
団
地
大
通
り
線

の
右
折
ラ
イ
ン
の
新
設
と
、
新
た
に
吹

田
団
地
東
線
の
供
用
が
開
始
で
き
る
見

込
み
で
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
す

る
た
め
の
「
肥
後
大
津
駅
整
備
基
本
計

画
」
及
び
「
運
動
公
園
駅
新
設
可
能
性

調
査
」
を
作
成
し
、
今
後
の
方
向
性
を

検
討
し
ま
す
。

　

町
に
は
、
県
下
で
有
数
の
公
営
住
宅

が
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
上
鶴
地
区
に

住
宅
の
整
備
を
着
手
し
、
立
石
団
地
の

建
て
替
え
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

農
業
の
振
興　　

大
津
バ
イ
パ
ス
沿
い

に
、
地
産
地
消
の
シ
ン
ボ
ル
を
つ
く
り

「
か
ら
い
も
の
町
大
津
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。
有
害
鳥
獣
対
策
、
畜
産
の
環
境
対

策
や
農
業
の
法
人
化
な
ど
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

　

農
業
の
基
盤
整
備
は
、
北
部
畑
総
の

１
工
区
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
引
き
続
き
２

工
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
上
井
手
の

防
災
整
備
に
も
着
手
し
「
お
お
き
く
農

業
農
村
総
合
整
備
事
業
」
で
各
農
村
地

区
の
農
業
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

林
業　　

海
の
浄
化
や
地
下
水
保
全
で
、

山
林
の
果
た
す
役
割
が
大
変
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
15
年
度
３
月
補
正
予
算
で

星
田
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
購
入
を
契
機
に
、

環
境
に
力
を
入
れ
て
い
る
町
と
し
て
、

企
業
な
ど
関
係
団
体
に
働
き
か
け
「
環

境
の
森
」
と
し
て
、
整
備
を
し
ま
す
。

ま
た
、
森
林
公
園
の
供
用
を
始
め
ま
す
。

　

商
業
の
振
興　　

新
た
な
施
策
と
し
て
、

活
き
い
き
商
店
街
補
助
事
業
に
よ
り
、

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
魅
力
あ
る
商
店

街
の
形
成
を
支
援
し
ま
す
。

　

観
光
の
振
興　　

「
つ
つ
じ
祭
」
や
「
か

ら
い
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま

た
、
岩
戸
渓
谷
（
内
牧
）
に
、
駐
車
場

を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

　

教
育
の
振
興　　

小
・
中
学
校
に
各
１

人
配
置
し
て
い
る
外
国
語
指
導
助
手
を

中
学
校
に
も
う
１
人
採
用
し
、
英
語
教

育
に
力
を
入
れ
、
ま
た
生
涯
学
習
の
面

か
ら
も
町
民
の
英
語
力
の
向
上
を
支
援

し
ま
す
。

　

学
校
給
食
の
食
器
食
缶
洗
浄
シ
ス
テ

ム
の
設
備
を
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、
各

学
校
の
図
書
室
の
空
調
機
器
の
設
置
が

終
了
し
、
教
育
環
境
が
整
い
ま
す
。

　

文
化
の
振
興　　

20
年
が
経
過
し
、
機

器
等
の
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
文
化

ホ
ー
ル
の
設
備
を
計
画
的
に
更
新
し
、

地
域
文
化
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す

今
年
の
ま
ち
づ
く
り

平
成
16
年
度
予
算

（前年度比18.1％増）

①一般会計88億9,194万円（前年度比18.0％増）

②特別会計79億5,812万円（前年度比18.2％増）

168億5,006万円

平成16年度予算総額

自主財源�
50億�

7,258万円�
（57.0％）

町税�
町民税、固定資産税�

などの税金�

41億4,189万円�
（46.6％）

依存財源�
38億�

1,936万円�
（43.0％）

地方交付税�
国から町づくりのためにもらうお金�
９億円（10.1％）

国庫支出金
事業に対し国が出すお金�
4億9,249万円�

（5.5％）

県支出金
事業に対し県が出すお金

６億9,395万円�
（7.8％）

町債
国などからの借金

９億8,420万円
（11.1％）

その他
７億4,872万円

（8.4％）

分担金・負担金�
１億6,509万円�

（1.9％）その他 2億4,487万（2.8％）

使用料・手数料�
２億6,768万円�

（3.0％）

繰入金 ２億5,305万（2.8％）

歳 入

歳 出 「目的別」と「性質別」を円グラフであらわしました。「目的別」は、

このお金（予算）で何をしようとしているのかを、「性質別」は、

このお金（予算）が最終的にどんな性質で使われるのかをあらわしています。

性質別

目的別

人件費�
議員・委員報酬、�
職員給など�
19億437万円（21.4％）

扶助費�
各種福祉�
サービスなど�
９億5,753万円�

（10.8％）

公債費 借金返済

13億2,456万円（14.9％）

補助金など10億9,336万円（12.3％）
物件費
委託料や備品購入９億58万円（10.1％）

その他
の経費�

33億8,323万円�
（38.0％）

議会費 議会関係の経費�

１億1,104万円（1.2％）

総務費�
人事・財政・税務・企画などの�
一般的な事務経費�

11億4,759万円（12.9％）

民生費�
こどもから高齢者、�
障害者などの福祉に�

19億5,707万円�
（22.0％）

衛生費�
保健・環境衛生、�
ゴミ・し尿の処理など�

９億5,503万円（10.7％）
農林水産業費�
農林水産業の振興 ６億5,340万円（7.3％）

その他5,305万円（0.6％）

商工費�
地域産業の振興 8,259万円（0.9％）

土木費�
道路などの社会資本整備�

13億3,759万円（15.0％）

消防費�
火災予防・消防活動�

３億1,028万円（3.5％）

教育費�
学校・生涯学習・スポーツに�

９億5,975万円（10.8％）

公債費
借金返済

13億2,456万円
（14.9％）

※各項目についての計数は、表示単位未満を四捨五入したものでその内訳は、合計と一致し
ない場合があります。

義務的経費�
経費削減が�
容易でない経費�
41億8,646万円�

（47.1％）

予備費 5,081万円（0.6％）

その他
の経費
３億6,356万円

（4.1％）

繰出金
特別会計へ�
繰出すお金

10億2,573万円�
（11.5％）

単独事業
９億5,004万円（10.7％）

補助事業
3億2,140万円

（3.6％）

投資的経費�
施設などの将来に残る

ものに充てる経費�
12億7,145万円�

（14.3％）

投資的経費�
施設などの将来に残る

ものに充てる経費�
12億7,145万円�

（14.3％）
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主なお金の使いみち〈目的別〉

大津町

七城町

旭志村

菊陽町

合志町

泗水町

西合志町

菊池郡計

1,094

196

186

1,106

792

582

1,042

4,998

7,400

1,953

2,063

7,764

5,890

3,968

6,939

35,977

8,494

2,149

2,249

8,870

6,682

4,550

7,981

40,975

21,810

4,721

4,308

22,613

17,477

11,111

21,803

103,843

　

町
村
合
併
に
つ
い
て
大
津
町
は
、
平

成
15
年
８
月
か
ら
菊
池
南
部
四
町
合
併

協
議
会
に
お
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
３
月
22
日
、
地
方
自
治
法
に
基
づ

き
、
全
町
民
の
意
思
表
示
の
機
会
と
し

て
「
住
民
投
票
」
を
実
施
す
る
よ
う
に
、

「
大
津
町
が
菊
陽
町
、
合
志
町
、
西
合
志

町
と
合
併
す
る
こ
と
の
可
否
を
住
民
投

票
に
付
す
る
た
め
の
条
例
制
定
」
の
本

請
求
が
あ
り
ま
し
た
。（
有
効
署
名
数
３
、

０
７
３
）

　

町
は
、
そ
の
条
例
案
を
４
月
８
日
、

議
会
に
提
案
し
、
審
議
の
結
果
、
反
対

多
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
３
月
議
会

で
町
提
案
の
条
例
が
可
決
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

�

○
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課 

行
政
係

☎
（
２
９
３
）３
１
１
１

住
民
に
よ
る
菊
池
南
部
四
町
の�

合
併
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票

条
例
が
否
決

大津町の投票率は 39.87％
熊本県知事選挙及び熊本県議会議員菊池郡選挙区補欠選挙結果

　熊本県知事選挙と熊本県議会議員菊池郡選挙区補欠選挙の投票・開票が４月４日に行われました。本町の当日の有権者

数は22,810人。熊本県知事選挙の投票率は39.87％（県平均投票率は、38.67％）。前回（平成12年４月）の59.97％を20.1

％下回る過去最低となりました。また、同日行われました熊本県議会議員菊池郡選挙区補欠選挙の投票率は39.68％とな

りました。

　各投票所の投票率は以下のとおりです。

熊本県議会議員菊池郡選挙区補欠選挙（開票結果）熊本県知事選挙（候補者別得票数）

熊本県知事選挙における投票所ごとの投票率（％）

潮谷　義子 合　計後藤　道雄市町村名

菊池郡計

東　充美

31,024

那須　円

6,545

有権者数

新
し
い
体
育
館
で
行
わ�

れ
た
開
票
作
業

0
1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000
8000

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

62.56

55.27
52.64

54.96 54.46

47.47

35.32 35.99
33.71

30.56

44.35

40.84

59.11

46.51

41.99

30.63

43.07
39.87

第
１
投
票
区（
内
牧
地
区
集
会
所
）

第
2
投
票
区（
錦
野
地
区
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
）

第
3
投
票
区（
岩
坂
公
民
館
）

第
4
投
票
区（
瀬
田
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
）

第
5
投
票
区（
森
公
民
館
）

第
6
投
票
区（
大
津
南
小
体
育
館
）

第
7
投
票
区（
中
央
公
民
館
）

第
8
投
票
区
（
町
民
交
流
施
設
）

第
9
投
票
区（
役
場
）

第
10
投
票
区（
大
津
保
育
園
）

第
11
投
票
区（
高
尾
野
公
民
館
）

第
12
投
票
区（
大
津
北
小
体
育
館
）

第
13
投
票
区（
野
外
活
動
等
研
修
セ
ン
タ
ー
）

（
矢
護
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

第
15
投
票
区（
護
川
小
体
育
館
）

（
人
権
啓
発
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

（
大
津
東
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

38.67

本
町
全
体

県
全
体

　町には９つの特別会計があります。特別会計とは、国民健康保険や介護保険のように特定の目的のために運営する会計で、一般会計とは収
支を別にしています。

　農業・自営業・退職者などの皆さんの保険
給付や人間ドックなどの保健事業の会計です。

予算 20億5,341万円

（環境保健課）国民健康保険特別会計
　高齢者（老人医療受給者）の皆さんの医療
費給付が主な会計です。

予算 27億6,881万円

（環境保健課）老人保健特別会計
　高齢者の皆さんの介護に関するサービス給
付が主な会計です。

予算 14億410万円

（福祉課）介護保険特別会計

　農村地帯の生活環境の向上と河川の汚濁防
止などを目的に、生活雑排水などの処理施設
を整備する会計です。

予算 4億4,048万円

（下水道課）農業集落排水特別会計
　熊本中核工業団地内の工場などで使用され
る工業用の水道給水を行うために設けられた
独立採算制の会計です。

予算 4,606万円

（工業用水道課）工業用水道事業会計
　高遊原台地にある工業団地へ、企業誘致を
進めるための会計です。

予算 250万円

（商工観光課）

大津南部工業団地
造成事業特別会計

　生活環境の向上と河川の汚濁防止などを目
的に公共下水道を整備する会計です。

予算 12億2,424万円

（下水道課）公共下水道特別会計
　町内会員の皆さんが交通事故による災害を
受けた場合に、救済するための会計です。

予算 1,141万円

（総務課）交通災害共済特別会計
　大津町、長陽村、菊陽町、旭志村、合志町、
泗水町の町村で1,108haの共有財産管理、緑
資源公団の分収林管理などの会計です。

予算 708万円

（農政課）

大津町外5ヶ町村共有財産
管理処分事務受託特別会計

特 別 会 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産

業 費

農林水産

業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

●会議録の作成や議会だよりを発行するために

●菊池南部４町の合併協議をすすめるために

●菊池広域連合の負担金として

●交通安全運動やカーブミラー工事などのために

●町民対話や日本一まちづくりミニ特区事業のための補

助金や基金積立

●県知事・県議補選・参議院・町議会の選挙を行うため

●国民健康保険特別会計の安定化を図るために

●介護保険特別会計の安定化を図るために

●体に障害のある人の医療費や施設に入所している場合

の支援費などに

●知的な障害のある人の施設や居宅の生活を支援するた

めに

●65歳以上の高齢者へのいろいろな福祉対策のために

●老人福祉センターを運営するために

●大津小学童保育施設の建設やいろいろな子育て支援の

ために

●就学前の児童を持つ保護者へ児童手当を支給するために

●昼間保育に欠ける児童の保育を各保育園に委託するために

●公立の福祉施設（すぎなみ園・若草学園・大津保育園）

の運営のために

●同和問題の解決と人権教育を推進するために

●健康センターの基本設計を委託するために

●３歳児健診などをおこなうために

●予防接種・結核予防の事業をおこなうために

●ふるさと総合健診などいろいろな検診事業をおこなう

ために

●老人医療支給事務や老人保険特別会計の町負担分を支

出するために

●就学前までの乳幼児医療を助成するために

●菊池南部清掃組合の負担金やごみの収集運搬業務委託

などのために

●農業資金の利子補給や鳥獣害防止対策の補助金などのために

●畜産の臭気対策や畜産振興のために

●おおきく農村総合整備事業や県営の農道整備などのた

めに

●大津北部地区県営畑総事業の負担金や償還金負担金な

どのために

●農業集落地区の下水道整備事業特別会計への繰出金の

ために

●町有林や林道の管理、森林公園の進入路の整備などの

ために

●空き店舗を活用した商店街の活性化事業などのために

●弥護山自然公園の管理や姉妹都市交流などのために

●町道の維持管理の補修工事や街路樹管理などのために

●上井手沿いの道路景観整備などの道路改良などのために

●土地区画整理の換地計画や測量などを委託するために

●町立公園の維持管理や整備などのために

●公共下水道整備のための特別会計への繰出金として

●町営住宅の維持管理や上鶴団地の用地購入などのために

●菊池消防組合への負担金として

●消防団の活動や防火水槽などを整備するために

●外国人講師を招致し、小中学校の英語力向上のために

●小学校６校の管理運営や空調機器・トイレ洋式化工事

などのために

●中学校３校の管理運営や空調機器工事、洋楽器購入な

どのために

●幼稚園２園の管理運営などのために

●公民館や生涯学習センターの管理運営や文化ホールの

照明機器更新などのために

●図書館の管理運営のために

●総合体育館や運動公園の管理運営のために

●学校給食センターの管理運営や食器食缶洗浄システム

の更新のために

●公共施設整備などに借り入れたお金の返済のために

384万円

2,117万円

3,919万円

1,016万円

１億283万円

3,493万円

１億6,176万円

１億9,634万円

9,289万円

１億4,268万円

１億2,130万円

1,182万円

8,048万円

１億1,773万円

４億335万円

１億5,723万円

3,340万円

650万円

1,152万円

2,695万円

5,665万円

１億8,260万円

5,102万円

４億8,908万円

1,112万円

900万円

２億9,891万円

6,863万円

3,156万円

7,335万円

1,910万円

2,264万円

4,470万円

４億3,513万円

4,284万円

6,683万円

４億5,587万円

１億2,640万円

２億3,628万円

7,136万円

1,224万円

１億367万円

6,218万円

3,232万円

8,460万円

5,748万円

8,824万円

7,440万円

13億2,455万円

第
14
投
票
区

第
16
投
票
区�

第
17
投
票
区



大
津
中

大
津
北
中

菊
阿
中

大
津
小

大
津
北
小

護
川
小

大
津
東
小

大
津
南
小

室
 

小

課長補佐兼行政係長兼　行財政改革担当　徳永　　太（総務課長補佐兼行政係長）

主査　高橋　和秀（農政課主査）

行政係　帆保　寛一（新規採用）

主幹兼管財係長　中村　克則（福祉課主幹兼介護保険係長）

人事秘書係長　中野　正継（都市計画課公園緑地係長）

主査　大隈寿美代（企画財政課主査）

情報計画係　大塚　昌憲（菊池広域連合派遣）

菊池広域連合派遣　坂本　光成（環境保健課参事）

泗水町派遣　　藤　孝浩（税務課主査）

課付　中川　優子（下水道課）

室長兼　ミニ特区担当　桐原　則雄（室長）

町民対話係長　田上　克也（参事）

課長補佐兼財政係長兼　行財政改革担当　大塚　義郎（課長補佐兼財政係長）

課長補佐兼企画広報係長兼　地域再生担当　田中　令児（主幹兼企画広報係長）

参事　藤本　聖二（都市計画課主査）

企画広報係　辻口　浩二（新規採用）

課長　今村　浩昭（課長補佐兼住民係長）

課長補佐兼住民係長兼　日本一の窓口担当　西岡　逸郎（税務課主幹兼住民税係長）

参事　中嶋　恵子（税務課参事）

戸籍係長　坂田　勝徳（環境保健課健康対策係長）

課長補佐兼固定資産税係長兼　収納対策担当　松岡　秀雄（建設課主幹兼工務係長）

参事　西岡多津朗（総務課参事）

固定資産税係　西田　貴嗣（住民課）

主幹兼住民税係長　堀川　晴幸（生涯学習課主幹兼生涯学習係長）

管理係　宮内　　徹（下水道課）

管理係　田島　公洋（環境保健課）

課長兼子育て支援センター長　松岡　勇次（課長）

課長補佐兼福祉係長兼　高齢者対策担当　次世代育成担当

荒木　政雄（課長補佐兼福祉係長）

介護保険係長　古庄　啓起（農政課農林業振興係長）

参事　松永　佐鶴（図書館参事）

福祉課長補佐兼老人ホーム長　阪梨　善行（農政課長補佐兼圃場整備係長）

福祉課審議員兼大津保育園長　西村　和正（福祉課審議員兼老人ホーム長）

副園長　松本　晴美（参事）

参事　高野富士子（農政課参事）

参事　安永　真弓（人権教育啓発課参事）

福祉課主幹兼若草児童学園副園長　岩根ふく代（人権教育啓発課主幹兼男女共同参画推進係長）

参事　藤本　京子（陣内幼稚園参事）

主幹兼男女共同参画推進係長　西本　秀子（大津保育園副園長）

人権対策係長　菊池　英二（参事）

人権教育啓発課長補佐兼人権啓発福祉センター長兼　人権のまちづくり担当

岩尾　昭徳（人権教育啓発課長補佐兼人権啓発福祉センター長）

参事　井上由美子（若草児童学園参事）

審議員兼国保医療係長兼　保健医療担当　緒方美代子（審議員兼国保医療係長）

課長補佐兼環境保全係長兼　環境の森担当　中尾　精一（課長補佐兼環境保全係長）

環境保全係　桐原　智之（新規採用）

主査　小原　富雄（農政課主査）

国保医療係　山下　宏介（生涯学習課）

健康対策係長　坂本　一正（総務課参事）

課長兼基盤整備室長　大塚　武年（農業委員会事務局長）

課長補佐兼圃場整備係長兼　地域再生担当　 環境の森担当

大塚　敏弘（総務課主幹兼人事秘書係長兼管財係長）

参事　石井美知子（若草児童学園参事）

参事　白石　浩範（合志町派遣）

主査　保々　英樹（商工観光課主査）

農林業振興係長　大田黒哲郎（商工観光課観光係長）

耕地係長　矢野　好一（参事）

耕地係　本司　貴大（下水道課）

課長兼工業用水道課長　首藤　誠治（議会事務局長）

課長補佐兼商工労働係長兼工業用水道係長兼　地域再生担当　 雇用対策担当

藤本　文明（課長補佐兼商工労働係長）

主査　太田　小織（学校教育課）

観光係長　藤永　広信（生涯学習課参事）

観光係　古庄　大輔（新規採用）

主査　村上　博文（生涯学習課主査）
�

審議員兼工務係長兼　道路整備担当　松本　秀夫（生涯学習課審議員）

課長補佐兼建築住宅係長兼　まちづくり担当

木村　　誠（課長補佐兼建築住宅係長）

参事　小池美奈子�（税務課参事）

主幹兼都市計画係長　坂本　俊明（公民館副館長）

公園緑地係長　高本　淳一（下水道課管理係長）

管理係長　服部　次子（住民課戸籍係長）

主査　本川　淳一（福祉課主査）

農業集落排水係　津田三千人（環境保健課）

主査　荒木　浩二（農政課主査）

局長　中山　純秀（生涯学習課長兼公民館長）

次長　吉住　憲司（参事）

参事　堀川　美紀（主査）

局長　緒方　幸人（住民課長）

主幹兼事務局次長　吉村　廣幸（事務局次長）

審議員兼教育指導主事兼　教育改革担当　岩根　俊治（熊本県教育委員会）

課長補佐兼庶務係長兼学校教育係長兼　教育施設整備担当

府内　隆一（税務課長補佐兼固定資産税係長）

学校教育係　吉良健太郎（菊池市より派遣）

主査　坂本　ユミ（大津保育園）

副園長　今村　美子（参事）

参事　松岡　和代（大津幼稚園参事）�

学校教育課長補佐兼給食センター所長兼　地域再生担当

吉永　正哉（学校教育課長補佐兼庶務係長兼学校教育係長）

課長兼公民館長　西本　昇二�（農政課長兼基盤整備室長）

審議員兼生涯スポーツ室長兼　生涯スポーツ担当

徳永　保則（学校教育課審議員兼給食センター所長）

生涯スポーツ副室長　後藤　義雄（生涯スポーツ係長）

参事　上田ゆかり（総務課 参事）

生涯スポーツ室　宮崎　俊也（税務課）�

生涯学習係長　小西　　覚（若草児童学園副園長）

生涯学習係　徳留　久士（農政課）

副館長　豊住　浩行（公民館参事）

主事　山部　美保（福祉課）�

主幹兼副館長　渡辺　幸子（工業用水道課主幹兼工業用水道係長）

専従休職　西村　一美（都市計画課参事）
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町
の
デ
ー
タ
の
こ
と
な
ら

何
で
も
お
尋
ね
く
だ
さ
い
！

皆
さ
ん
、
安
全
運
転
に
�

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
大
津
町
を
�

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
は
�

私
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

企画財政課�
辻口 浩二

総務課�
帆保 寛一

学校教育課審議員兼
教育指導主事兼�
教育改革担当�

岩根 俊治

住民課長�

今村 浩昭
商工観光課�
古庄 大輔

環境保健課�
桐原 智之

■
課
長
級

■
新
規
採
用
（
4
月
1
日
付
）

町
職
員

教
職
員

人事異動
課名 職名・氏名　（　）内は前職 課名 職名・氏名　（　）内は前職 課名 職名・氏名　（　）内は前職 課名 職名・氏名　（　）内は前職

税
務
課

農
　
業
�

委
員
会

工
業
用
�

水
道
課

総
務
課

町
　
民
�

対
話
室

企
画
財
政
課

環
境
保
健
課

商
工
観
光
課

都
市
計
画
課

図書館

専従休職

給
　
食
�

セ
ン
タ
ー

陣
　
内
�

幼
稚
園

建設課

大　津
幼稚園

農
政
課

人
権
啓
発
福
祉
�

セ
ン
タ
ー

人
権
教
育
�

啓
発
課

老　人�
ホーム

福
祉
課

住民課

住
民
課

職員の退職
３
月
31
日
の
退
任
式
。（
左
か
ら
）

芹
川
修
一
さ
ん
、手
嶋
淳
子
さ
ん
、

甲
山
敏
彦
さ
ん
、
江
藤
紀
久
美

さ
ん

平成16年３月31日付けをもって、次の４人の方が退職されました。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

芹川　修一（商工観光課）　　　手嶋　淳子（福祉課）

甲山　敏彦（学校教育課）　　　江藤紀久美（福祉課）

お世話になりました。

大
津
保
育
園

若
草
児
童

学
　
　
園

都
　
市

計
画
課

議
　
会
�

事
務
局

学
校
教
育
課

下
水
道
課

公民館

生
涯
学
習
課

転入（内は前任校）

津留俊則教頭（西合志南中）

宮川愛　（合志中）

小堀久男（西合志南中）

興梠あけみ（大津北中）

田代博隆（水上中）

緒方浩一郎（新規採用）

山崎由里子（新規採用）

塩山明教頭（菊池教育事務所）

仁木義邦（菊池北中）

加茂晶（大津高校）

福富裕昭校長（菊池南中）

松本卓也（本渡中）

吉田栄二教頭（龍門小）

青木珠恵（武蔵ヶ丘北）

松岡春美（菊陽西小）

麻生弘幸（室小）

転入（内は前任校）

大塚昌章校長（菊阿中）

野田由美（合志小）

小林美代（護川小）

野間口広美（菊陽西小）

雜賀栄一（菊陽中部小）

森智保美教頭（楡木小）

�

�

渡邊純子（菊陽北小）

酒巻智浩（水源小）

三神幸一郎（大津小）

大久保千代美（武蔵ヶ丘小）

�

�

大賀朋子校長（泗水西小）

吉田廣和教頭（樋島小）

稲葉恵美（水源小）

澤本徹（迫水小）

転出（内は転任校）

吉岡誠敏教頭（西合志南中）

松本成樹（泗水中）

永田雅秀（菊陽中）

吉田玲子（泗水中）

松野豊子（菊陽中）

中島栄治教頭（合志中）

中尾幸治（菊陽中）

森三鈴（菊池北中）

興梠あけみ（大津中）

北里美鈴（大津高校）

上田知徳（水上中）

渡邉梨絵（深海中）

大塚昌章校長（室小）

相澤寛樹（玉陵中）

佐賀文男（画図小教頭）

諏訪孝英（草部南部小教頭）

三神幸一郎（護川小）

�

転出（内は転任校）�

倉原久義校長（菊池北小）

佐藤眞由美（菊陽中部小）

麻生弘幸（大津小）

佐藤由香（西合志南小）

獄本光貴（栖本中）

上田陽一郎教頭（合志南小）

熊谷和信（種山小教頭）

原口範子（八幡小）

冨永泰寛（鳴門大学院）

�

児島光子（武蔵ヶ丘小）

宮本泰子（隈府小）

田代英一（隈府小）

小林美代（室小）

浅野廣司校長（合志南小）

山下忠教頭（菊之池小）

藤村幸周（退職）

皆本須美子（花房小）
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町民
対 話 室
直通電話

☎293-2505

５月28日（金）
○時間　午前10時～�

　　　　午後  3時

○場所　町民対話室

※事前に受付が必要です（受

付は随時行っています）。

対話は１グループ（５人以

内）20分程度。

「男だから」「女だから」という
固定的な役割意識にとらわれず、�
男女がお互いを尊重できる社会

　

今
回
は
、
大
津
町
男
女
共
同
参

画
推
進
懇
話
会
会
長
式
森
和
彦
さ

ん
（
陣
内
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

ー
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

平
成
２
年
７
月
に
大
津
町
か
ら

委
嘱
を
う
け
て
婦
人
問
題
懇
話
会

（
現
在
、
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会
）
と
し
て
発
足
し
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
施
策
の
提
言
、

調
査
研
究
、
女
性
の
向
上
と
福
祉

の
向
上
に
関
す
る
事
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

懇
話
会
は
、
14
人
の
委
員
で
構

成
し
、
２
年
毎
に
町
に
提
言
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
校
区
別
懇
談

会
を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
を
広
め
る
活
動
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と
い

う
固
定
的
な
役
割
意
識
に
と
ら
わ

れ
ず
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
社

会
を
め
ざ
し
て
活
動
を
し
て
ま
す
。

ー
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ま
だ
ま
だ
、
男
女
間
の
格
差
が

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
女
性
の

社
会
的
地
位
を
引
き
上
げ
て
い
く

た
め
に
、
お
互
い
の
意
識
を
変
え

て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

　

懇
話
会
で
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

「
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
や
各

種
審
議
会
な
ど
委
員
へ
の
女
性
の

登
用
に
つ
い
て
」
な
ど
を
問
題
提

起
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
提
言
す
る
だ
け
で

し
た
が
、
今
回
か
ら
は
実
現
に
向

け
て
町
と
の
話
し
合
い
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
男
女
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
で
、
女
性
の
地
位
向
上

に
つ
な
が
り
、
そ
の
こ
と
が
男
女

共
同
参
画
活
動
の
一
つ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
自
分
中
心
で
は
な
く
、

パ
ー
ト
ナ
ー
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

ー
何
か
、
実
行
し
て
い
る
事
が
あ

り
ま
す
か
。

　

ほ
り
だ
し
劇
団
（
男
女
共
同
参

画
社
会
を
目
指
す
）
の
一
員
に
な

っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

劇
団
で
は
、
「
農
村
の
家
庭
、

地
域
に
お
け
る
家
族
内
の
日
常
生

活
の
中
に
、
夫
婦
、
嫁
と
姑
の
何

げ
な
い
会
話
や
行
動
が
お
互
い
の

立
場
を
傷
つ
け
、
大
き
な
負
担
に

な
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
笑

い
を
交
え
な
が
ら
劇
の
中
で
表
現

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
身
近
に
あ
る
差
別

に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
身
近
な
こ
と
に
気
づ
い

て
い
く
こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人

権
問
題
に
気
づ
い
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
家
で
は
、
家
事
を
妻
と
半

分
に
し
て
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
と
こ
ろ

は
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
、

自
ら
行
動
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。

ー
部
落
問
題
に
つ
い
て
、
ど
う
思

い
ま
す
か
。

　

以
前
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
し
て
、

研
修
を
重
ね
る
中
で
、
部
落
差
別

の
現
実
を
学
び
ま
し
た
。
結
婚
差

別
の
話
し
を
聞
い
た
時
に
は
心
の

底
か
ら
怒
り
を
覚
え
ま
し
た
。
差

別
を
す
る
事
は
、
人
の
心
に
一
生

か
け
て
も
癒
さ
れ
な
い
傷
を
つ
け

る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
た
え
ず
学

習
会
な
ど
に
参
加
す
る
事
で
人
権

意
識
を
高
め
差
別
を
な
く
す
行
動

に
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

今月の町長との対話
大津町男女共同参画推進懇話会

姑「あしたはなんごつな？」

妻「みどり（娘）の三者面談があっとですよ」

姑「娘ん子はいつまじでん、学校ばっかりさせんちゃよかが」

夫「まあだ、何になりたかつもわからんなおっとこれ　ど

ぎゃんすっとか」

妻「どぎゃんすっとかって　そっだけん話ば聞いてはいよ

っていいよったでしょうが。明日はあ～たが行っては

いよ。」

夫「俺は行かん　男ん見苦しか」

妻「ほ～ら　やっぱ私が暇ぐらしばせにゃんでしょうが。」

姑「すみれさん（妻）　家じゃな　跡取が一番偉かっだけん

男に向かるごたる物言いばすっとでけん　男は立てと

かにゃん。」

＊ほりだし劇団「そぎゃんこつば　いうたっちゃ」のシナリオより

■
育
児
サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
会
」

（
6
人
）

安
全
・
安
心
の
子
育
て
環
境

・
通
学
路
で
、
子
ど
も
た
ち
が
事

故
に
あ
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

信
号
機
が
あ
れ
ば
安
心
し
て
通

学
で
き
ま
す
。

（
町
長
）
信
号
機
は
、
県
公
安
委

員
会
が
優
先
順
位
を
検
討
し
設
置

し
ま
す
。
少
し
で
も
危
険
箇
所
が

少
な
く
な
る
よ
う
、
地
域
の
声
を

届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
子
ど
も
向
け
の
公
園
が
少
な
い

の
で
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
の

遊
具
が
あ
る
公
園
を
充
実
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）
子
ど
も
の
視
点
で
つ
く

っ
た
「
か
ぶ
と
む
し
公
園
」
は
大

変
人
気
が
あ
り
ま
す
。
公
園
の
新

設
や
改
修
の
と
き
は
、
町
民
の
方

の
意
見
を
生
か
し
た
公
園
づ
く
り

を
検
討
し
ま
す
。

・
小
さ
い
子
ど
も
を
連
れ
て
図
書

館
を
利
用
す
る
場
合
、
話
し
声

に
気
を
使
い
ま
す
。
郡
内
に
は
、

各
エ
リ
ア
が
仕
切
ら
れ
子
ど
も

と
話
し
を
し
な
が
ら
で
も
本
を

選
べ
る
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

（
町
長
）
図
書
館
や
体
育
館
を
は

じ
め
と
す
る
公
共
施
設
の
機
能
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

き
め
細
か
な
気
配
り
や
配
慮
が
大

切
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を

聞
き
な
が
ら
改
善
に
努
め
ま
す
。

・
近
く
に
小
学
校
が
あ
っ
て
も
、

校
区
の
関
係
で
別
の
小
学
校
に

通
学
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
情
に
応
じ
た
校
区
編
成
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
町
長
）
通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
で
話
し
合
い
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
ご
意
見
を

委
員
会
へ
伝
え
ま
す
。

・
大
津
駅
周
辺
に
止
め
て
あ
る
自

転
車
が
歩
道
に
は
み
出
し
て
、

危
険
な
状
態
で
す
。
子
ど
も
の

送
迎
時
も
大
変
混
雑
し
ま
す
。

・
国
道
57
号
線
（
大
津
バ
イ
パ
ス
）

と
県
道
大
津
植
木
線
（
旧
国
道

57
号
線
）
を
つ
な
ぐ
南
北
道
路

の
整
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

（
町
長
）
大
津
駅
周
辺
や
道
路
網

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
将
来
を
見

据
え
Ｊ
Ｒ
や
警
察
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
何
が
必
要
か
は
、

子
育
て
中
の
方
が
一
番
敏
感
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
意
見
を

町
政
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

育児サークル「たんぽぽ会」
の皆さんとの対話の様子

（陣内）

式森和彦さん会長

し き も り か ず ひ こ

あなたの家庭はどうですか？

3
月
の
町
民
対
話

（４月1日現在・局番293・敬称略）

内牧

外牧

錦野

鳥子川

岩坂

瀬田

大林

吹田

森

上陣内

中陣内

中島

下陣内

町

下町

鍛冶

大津東

立石

後迫

上鶴

上鶴南

上大津

美咲野

楽善・日吉が丘

西嶽

水源町・西窪

松古閑・塘町

中央

中学通り

駅通

室東

室北

北出口

室西

あけぼの

灰塚

新

引水

引水東
�

高尾野

新小屋

上猿渡

下猿渡

御所原

馬場

宮本

多々良

仮宿

米山

古城

真木

護東

御願所

上中

下中

片俣

小林

今村

杉下

杉上

上の原

源場

つつじ台

桜丘

中野　誠一

栗木　生夫

内田　繁信

大田袈裟則

志賀　章一

川上　芳明

藤林　三善

佐藤　堅一

西本　隆則

砂野　征三

岡田　礒雄

合志　辰章

松岡　義弘

緒方　芳朗

倉岡　二郎

藤本　行雄

上岡　隆規

古庄　信二

字室　保彦

長野　伯男

松坂　　博

本田　一也

吉田　光宏

建山　義　

新開　則明

荒木　　強

中尾　政一

石原　三男

山下　道男
�

大塚　勝博

豊住　幸夫

西本　茂幸

西本　一幸

坂本　一弘

近藤誠之助
�

元村　政行

荒木　特士
�

宇野　昭紀

宇野　久敏

西村　武美

　未　定　

古庄　源次

松本　政範

三池　幸光

本田　敏男

合志　　安

本山　　武

村山　重光

木本　一男

今村　信敬

今村　　博

永田　哲也

宮崎　成吾

桐原　勝人

田代　康二

杉水　正幸

中野　　譽

松永　鶴美

原田　　滿

吉永　光秋

5392

5426

5430

2443

3134

5627

2506

5446

4296

6611

3997

5662

2198

2619

5037

6554

294-

2172

4476

4278

2096

4375

2222

292-

9501

7917

5183

5141

7553

294-

1448

4828
�

3305

0350

2217

3174

2596

294-

0167

2558

294-

1486

7172

3722

6496

4027

6802

6393

3733

2785

5230

2303

4657

5609

7176

4544

6912

5829

3720

7350

4205

6910

8763

7823

住民と行政をつなぐ�
地域の皆さんです 平成16年度行政区嘱託員名簿 住民と

行政との
パイプ役

行 政 区 行 政 区氏 　 名 氏 　 名電話番号 電話番号行 政 区 氏 　 名 電話番号

よろしくお願いします

い
や
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家
の
近
く
の
公
園
で
は
今
年
も
つ
つ

じ
の
花
が
満
開
で
、
僕
た
ち
の
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
公
園
に
古
い
テ
レ
ビ
が
捨
て
て
あ
り

ま
し
た
。
誰
が
捨
て
た
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
と
て
も
い
や
な
気
持
ち
が
し
ま

し
た
。

　

ご
み
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
役
場
の

人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

ー
不
法
投
棄
の
現
状
は
？

　

大
津
町
で
は
廃
棄
物
が
不
法
に
投
棄

さ
れ
、
苦
情
の
報
告
件
数
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
空
き
缶
、
新
聞
雑
誌
、

廃
タ
イ
ヤ
、
自
転
車
、
家
電
製
品
な
ど

一
般
の
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
建
築
物

の
解
体
を
し
た
と
き
に
出
る
柱
や
瓦
、

木
く
ず
な
ど
で
、
最
近
で
は
特
に
、
家

電
製
品
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
道
路
や
公
的

な
場
所
、
他
人
の
土
地
な
ど
に
投
棄
さ

れ
て
い
て
、
最
終
的
に
は
そ
の
土
地
の

管
理
者
や
所
有
者
が
費
用
を
支
払
っ
て

処
分
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

法
律
で
は
、
「
何
人
も
み
だ
り
に
廃

棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
」
（
廃
棄

物
処
理
法
第
16
条
及
び
大
津
町
美
し
い

町
づ
く
り
条
例
第
７
条
）
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ー
不
法
投
棄
に
は
罰
則
が
あ
り
ま
す

　

法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
廃
棄
物
の

不
法
投
棄
は
違
反
す
る
と
重
い
罰
則
が

課
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

「
５
年
以
下
の
懲
役
」
も
し
く
は
「
１

千
万
円
以
下
の
罰
金
」
又
は
こ
れ
を
併

科
さ
れ
ま
す
。
（
同
法
第
25
条
）

ー
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
！

　

ご
み
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
り
、

目
撃
さ
れ
た
方
は
直
ち
に
役
場
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
「
不
法
投
棄

１
１
０
番
」
県
廃
棄
物
対
策
課
で
は
24

時
間
受
付
て
い
ま
す
。

☎
（
３
８
５
）５
３
０
０

ー
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
大
津
町
消
防

団
！
　（
不
法
投
棄
監
視
中
！
）

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
大
津
町
消

防
団
の
不
法
投
棄
監
視
活
動
は
、
平
成

12
年
４
月
よ
り
不
法
投
棄
撲
滅
に
関
す

る
施
策
と
し
、
県
下
で
始
め
て
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
通
常
の
積
載
車
点

検
な
ど
の
消
防
団
活
動
時
に
併
せ
て
監

視
活
動
を
行
い
、
不
法
投
棄
な
ど
を
発

見
し
た
時
は
、
速
や
か
に
通
報
す
る
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
度
は
、
24
件
の
監
視
報
告

が
あ
り
、
早
期
発
見
に
よ
り
、
適
正
な

処
理
が
な
さ
れ
、
廃
棄
物
問
題
の
解
決

に
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ー
大
津
町
に
新
し
く
お
住
ま
い
の
方

へ　（
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
）

　

大
津
町
で
は
、
現
在
13
品
目
に
ご
み

の
分
別
を
行
っ
て
お
り
、
分
別
は
、
指

定
袋
（
４
種
類
）
に
決
め
ら
れ
た
日
に

決
め
ら
れ
た
場
所
で
、
決
め
ら
れ
た
も

の
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
及
び
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
が
役
場
窓
口
に
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
指
定
袋
は
町

内
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

役
場
環
境
保
健
課 

環
境
保
全
係

ご
み
の
不
法
投
棄
の

現
状
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

次
に
あ
げ
る
予
防
接
種
は
、
就
学

前
に
終
了
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
何
ら
か
の
理
由
で

就
学
前
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
、

定
め
ら
れ
た
年
齢
ま
で
は
接
種
が
可

能
で
す
。
再
度
、
母
子
手
帳
な
ど
で

確
認
し
、
接
種
が
ま
だ
で
希
望
さ
れ

る
方
は
、
早
め
の
接
種
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

七
歳
六
カ
月
未
満
ま
で
公
費
負
担
の
接
種

ポ
リ
オ
（
２
回
）
・
三
種
混
合（
４
回
）

麻
し
ん
・
風
し
ん
・
日
本
脳
炎（
３
回
）

　

予
防
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
体
の

中
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
気

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
免

疫
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
に
な

っ
て
か
ら
か
か
る
と
一
般
に
症
状
が

重
い
と
さ
れ
て
い
る
病
気
の
予
防
や
、

現
在
の
日
本
で
は
あ
ま
り
心
配
が
な

く
て
も
、
外
国
で
は
ま
だ
ま
だ
流
行

す
る
恐
れ
が
あ
る
病
気
の
予
防
に
も

役
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
人
で
も

多
く
の
人
が
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
で
集
団
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

食
物
を
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る

と
…

「
穀
物
」

「
野
菜
類
」・「
果
物
類
」

「
乳
・
乳
製
品
」

「
肉
類
・
魚
類
・
卵
類
」

「
油
脂
類
・
甘
い
も
の
」

に
な
り
ま
す
。

　

何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い
か
表

し
た
も
の
が
、
左
図
に
な
り
ま
す
。

　

一
番
下
の
グ
ル
ー
プ
は
、
穀
類
を
原

料
と
す
る
食
物
で
最
も
多
く
必
要
で
す
。

逆
に
先
端
部
分
に
あ
た
る
油
・
砂
糖
は
、

カ
ロ
リ
ー
だ
け
で
栄
養
的
に
は
、
さ
ほ

ど
有
益
で
は
な
い
の
で
、
一
番
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

★
こ
う
す
る
と
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
質
・

糖
質
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
配
分
を
頭
に
お
い
て
食
事

を
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
予
防
接
種
は�

お
済
み
で
す
か
？

＊
な
お
日
本
脳
炎
は
小
学
４
年
生
と
中
学
３
年

生
、
二
種
混
合
は
小
学
６
年
生
で
追
加
接
種

が
あ
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
は
？

食物ピラミッド

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種
が

　
　
　
　
　
　
 

始
ま
り
ま
す◎必ず医療機関へ予約を取ってく

ださい。

日本脳炎予防接種�
指定医療機関〔16歳以上〕

　

日
本
脳
炎
は
ア
ジ
ア
で
広
く
流
行
し

て
い
ま
す
。
患
者
の
ほ
と
ん
ど
は
子
ど

も
と
65
歳
以
上
の
人
で
す
。
日
本
脳
炎

の
ウ
イ
ル
ス
は
、
日
本
脳
炎
に
感
染
し

た
豚
の
血
を
コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
カ
が
吸

い
、
こ
の
蚊
が
再
び
豚
や
人
を
刺
す
こ

と
に
よ
り
伝
染
し
ま
す
。
人
か
ら
人
へ

は
感
染
し
ま
せ
ん
。

　

日
本
脳
炎
の
唯
一
の
対
策
は
予
防
接

種
し
か
な
く
、
発
症
し
て
か
ら
の
有
効

な
治
療
法
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
予
防
接
種
は
極
め
て
重
要
で
す
。

大
津
町
で
は
、指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
、

以
下
の
要
領
で
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者　

大
津
町
民
で
16
歳
以
上
の

　
　
　
　
　

人
（
希
望
者
）

●
期
間　

５
月
〜
８
月

●
費
用　

自
己
負
担
金　

１
、０
０
０
円

●
指
定
医
療
機
関
に
も
っ
て
い
く
も
の

・
住
所
の
わ
か
る
書
類

　

（
保
険
証
や
免
許
証
、
学
生
証
な
ど
）

・
印
か
ん

〔
接
種
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
へ
〕

�

必
ず
医
療
機
関
に
予
約
を
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
予
約
を
取
り
消
す
場
合

も
連
絡
が
必
要
で
す
。

�

予
診
票
は
医
療
機
関
の
窓
口
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

�

初
め
て
受
け
る
人
は
、
基
礎
免
疫
（
初

回
接
種
は
、
１
〜
４
週
間
隔
で
２
回
、

翌
年
に
１
回
追
加
接
種
）
を
つ
け
ま

す
。
基
礎
免
疫
を
終
了
し
た
人
は
、

追
加
免
疫
を
４
〜
５
年
間
隔
で
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
町
で
は
、

６
月
６
日
（
日
）
を
環
境
美
化
の
日
と

し
て
町
内
全
域
の
環
境
美
化
活
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

今
回
、
環
境
美
化
活
動
を
予
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
用

袋
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
清
掃
施
設
の
開
放
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
ご
確
認
の
う
え
、

各
施
設
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
処
分
料
は
無
料
で
す
。
清
掃
工
場
な

ど
の
受
付
時
に
実
施
団
体
名
を
記
入
し
、

実
施
後
は
、
環
境
保
健
課
ま
で
「
環
境

美
化
実
施
報
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

環境月間中の清掃組合施設開放日と搬入物

開　放　日

６/５（土）、６/６（日）、６/12（土）、６/13（日）

開 放 時 間

午前８時から11時30分

■

６
月
６
日
は
、環
境
美
化
の
日

不法投棄を撲滅して住みよいまちづくりを！！

搬入物

可燃物

不燃物、資源物

施設名（場所）

東部清掃工場

環境美化センター

電　話

☎（293）5245

☎（293）1222

環境こまるくん

動物性脂肪、
油、白砂糖は�
味付け程度に

フルーツ

肉類、鳥、魚貝、�
豆類、卵、ナッツ

ミルク、
ヨーグルト、�
チーズ

野菜
パン、�
穀類、
ごはん、�
パスタ、�
めん類

馬場医院

さとう医院

福田医院

岩倉整形
外科医院

勝久病院

竹田津医院

野　　沢
内科医院

山縣内科
医　　院

樽美外科
整形外科医院

たしろク
リニック

☎293-2358

☎293-2550

☎293-2771

☎293-8888

☎293-5000

☎293-2521

☎293-8000

☎293-4430

☎293-2100

☎340-3220

錦野394

室377-1

大津1195

室532-1

室270-1

室156

大津1483-1

大津2507

大津1177

大津1255

医療機関 電話番号 住　所



�
4月号の答えと当選者

○答え　約100本
○当選者
　　　小椋サダメさん（　室　）
　　　家入　俊徳さん（杉　水）
　　　住本みよ子さん（　室　）
　　　横田千惠子さん（大　林）
　　　深水　弘子さん（　室　）

談ご
いきな

り
だん

談ご
いきな

り
だん

1415

集まれ！大津っ子集まれ！大津っ子

○申し込み：企画財政課　☎（293）3118

�
「母の日（Mother,s Day」�

　５月の第２日曜日は「母の日」です。その始まりは100
年ほど前です。アメリカウエストバージニア州に住んでい
たアンナ・ジャービスさんが、母親を病気で亡くしました。
母親を懐かしんだアンナさんは「子どもは母親が生きてい
る間はそのありがたさに気がつかないものだ」と悟り、「多
くの人々がもっと母親を大切にして欲しい」という願いを
込めて、母親のための祭日をつくる運動を始めました。そ
してアンナさんの努力が報われ、５月の第２日曜日を母に
感謝する日とし、国民的な行事として認められました。ま
た、アンナさんが「教会で母の命日に母の好きだった白い
カーネーションを飾り、信者に配ったこと」がきっかけで
「母の日」にはカーネーションを贈るようになりました。
　アメリカではたいていのお母さんたちはベッドで朝食を
もてなされ、家族から「今日は何もしないでゆっくりして
ね。」と声を掛けられます。母親と離れて暮らしている人
たちは、母親を自分の家に招待したり、または自分が母親
の元を訪れて１日を過ごします。私はアメリカで先生をし
ている母に電話をし、プレゼントを贈ろうと思っています。

（英語指導助手：レベッカ・パール・ハリス/
Rebecca Pearl Harris)

“What will you do for Mother's Day?”

「母の日にあなたは何をしますか？」

“I will call my mother and send her a small present and some flowers.”

「私は母に電話をし、プレゼントと花を贈るつもりです。」

6

学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、学
生
の

皆
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

ま
だ
就
職
し
て
い
な
い
学
生
さ

ん
に
と
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
は
大
変
で
す
ね
。そ
こ
で
、

学
生
本
人
の
所
得
が
68
万
円
以

下
の
場
合
に
は
、社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。こ
の
制
度
を
利
用

で
き
る
の
は
、大
学
・
大
学
院
・
短

大
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
な
ど
で
、夜
間
部

や
定
時
制
課
程
・
通
信
制
課
程
な

ど
の
学
生
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
手
続
き
は
簡
単
！

　
役
場
住
民
課
窓
口
で
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

（
申
請
に
必
要
な
も
の
）

①
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）・
在
学

証
明
書

②
年
金
手
帳

③
印
鑑
（
認
印
で
可
。
本
人
の

場
合
は
不
要
）

●
申
請
し
承
認
を
受
け
る
と

　
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
る
ほ
か
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

・
万
が
一
の
事
故
や
病
気
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
で
も
、
障

害
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
期
間
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に

は
入
り
ま
せ
ん
。

・
学
生
納
付
特
例
期
間
か
ら
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
追
納
）
。

●
平
成
１６
年
度
の
申
請
は
た
だ

い
ま
受
付
け
中
で
す

　
申
請
は
、
毎
年
更
新
が
必
要

で
す
。
昨
年
申
請
し
て
い
て
、

今
年
も
引
き
続
き
希
望
す
る
学

生
の
皆
さ
ん
は
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※イラストやご意見は広報紙に掲載することがあります。

三池 啓太ちゃん（８カ月・平川）
「お兄ちゃんが大好き。
いっぱい遊ぼうネ」　　　　さおりママ

み い け 　け い た

大津町役場　広報クイズ係
※広報に対するご意見やイラストなど
　お待ちしています！

〒869-1292 （住所不要）宛 て 先

　広報担当となり初取材とな
った話題が、今回掲載の芋焼
酎「人生いもいも」発売開始式
です。全国的にブームの芋焼酎。
この焼酎が、みなさんに愛さ
れて、ブランドとして定着す
れば‥と感じました。
　さて、今回、発売された芋焼
酎の名前は何でしょうか？

○応募締切
５月20日（木）必着

○答えと当選者発表
６月号に掲載

終業式の日にパールさんのお母さん（中央）を囲むミドルスクールの
２年生

み
ん
な
の

国
民
年
金

役
場
住
民
課
　
住
民
係

☎
（
２
９
３
）３
１
１
２

58

植田銀之助ちゃん（２歳・室）
「涼太郎兄ちゃん大好き！！
いっぱい遊んでネ！」　　　　幸代ママ

う え だ ぎ ん の す け

図書券を５人に
プレゼント！

イラスト紹介

お
手
柄（
救
助
）

■
善
行
賞
表
彰

　
４
月
18
日
、籾
田
泰
世
さ
ん
・
恵
利
さ
ん
・
智

香
さ
ん（
錦
野
）が
、大
津
地
区
防
犯
協
会
長
か

ら「
善
行
者
」と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。籾
田

三
姉
妹
は
、４
月
２

日
午
後
４
時
頃
、道

路（
高
さ
約
１
・
２
ｍ
）

か
ら
田
ん
ぼ
に
転
落

し
た
老
女
を
発
見
。

応
急
処
置
や
応
援
を

求
め
救
助
し
た
こ
と

が
た
た
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。

交
通
安
全
活
動
に
貢
献

■
交
通
安
全
功
労
賞
受
賞

　
４
月
10
日
、「
大
津
地
区
交
通
安
全
推
進
大
会
」

が
西
原
村
で
行
わ
れ
、岡
田
礒
雄
さ
ん（
陣
内
）

が「
交
通
安
全
功
労
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、
20
年

以
上
に
わ
た

り
大
津
町
の

交
通
安
全
活

動
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
た

こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の

で
す
。

岩本尚子さん（室）

（P.N.）亜紀人

大津警察署で表彰を受ける籾田三姉妹

岡田礒雄さん

お
か

だ

い
そ

お

か

も
み

だ

や
す

よ

え
　
り

ち
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新
た
な
交
流
の
始
ま
り
？

宝
く
じ
助
成
事
業�

で
備
品
を
整
備

■
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
表
敬
訪
問

　
こ
の
ほ
ど
日
吉
ヶ
丘
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
用
の
テ
ン
ト
、
や
ぐ
ら
、
ハ
ッ
ピ
、

放
送
設
備
な
ど
の
備
品
と
こ
れ
ら
の
備
品
を

収
納
す
る
た
め
の
倉
庫
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
、
地
域
の
ふ
れ
い
の
場
と
し
て
「
ふ

れ
い
あ
い
サ
ン
デ
ー
」
を
実
施
す
る
な
ど
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
益
々
の
地

域
づ
く
り
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
　

　
な
お
、
こ
の
事

業
は
、（
財
）
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
る
も

の
で
、
宝
く
じ
普

及
広
報
事
業
費
を

財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
22
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
東
北
部
の
ペ
ル
ナ
ン
ブ
ー
コ
州
グ
ラ
ヴ
ァ
タ

ー
市
か
ら
、
市
長
代
理
の
平
崎
靖
之
特
別
補
佐
官
が
役
場
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。
同
市
は
人
口
約
７
万
人
の

観
光
都
市
。

　
今
回
の
訪
問
は
、
大
津
町
と
ブ
ラ
ジ

ル
・
サ
レ
ゾ
ポ
リ
ス
市
と
の
姉
妹
都
市

交
流
の
話
を
聞
い
た
市
長
が
「
青
年
交

流
事
業
を
始
め
た
い
」
と
い
う
意
向
を

持
ち
、
そ
れ
を
伝
え
る
た
め
の
も
の
で

す
。
町
長
は
「
人
材
育
成
の
た
め
、
大

津
町
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

「
ア
メ
市
応
援
し
隊
」結
成

い
ち

お
う

え
ん

た
い

■
総
合
学
習
の
お
礼
に
室
小
児
童

　
３
月
15
日
、
室
小
学
校
の
３
年
生
と
５
年
３
組
の
児
童
が
、
「
ア
メ

市
応
援
し
隊
」
を
結
成
し
、
オ
ー
ク
ス

広
場
で
開
か
れ
て
い
た
初
市
の
応
援
に

か
け
つ
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
児
童
た
ち
が
「
総
合
的
な

学
習
」
の
時
間
に
町
の
歴
史
・
農
業
・

商
工
業
な
ど
を
学
び
、「
勉
強
さ
せ
て

も
ら
っ
た
の
で
大
津
町
に
お
返
し
を
し

よ
う
」
と
行
っ
た
も
の
で
す
。
ピ
ア
ニ

カ
や
笛
を
一
生
懸
命
奏
で
る
児
童
の
姿

に
、
市
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

色とりどりの衣装やのぼりは手作り
固い握手を交わす平崎特別補佐官（右）
と大村町長

■
日
吉
ヶ
丘
地
区

入
学
お
め
で
と
う
！

待
望
の
本
格
芋
焼
酎
完
成

　
４
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
菊
池
大
津
中
央
支
所
で
、
カ
ラ

イ
モ
の
生
産
者
代
表
（
甘
藷
部
会
）・
Ｊ
Ａ
関
係
者
約

40
名
が
出
席
し
本
格
芋
焼
酎
「
人
生
い
も
い
も
」
発

売
開
始
式
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
焼
酎
は
、
町
特
産

の
カ
ラ
イ
モ
（
ほ
り
だ
し
君
）
を
原
料
に
し
て
お
り
、

約
２
年
を
か
け
て
商
品
化
さ
れ
た
も
の
。「
カ
ラ
イ
モ

の
産
地
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
た
生
産

者
の
期
待
と
情
熱
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
の
焼
酎
を
ぜ

ひ
た
く
さ
ん
の
方
々
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶

の
後
、
発
売
開
始
ま
で
の
経
過
が
報
告
さ
れ
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
式
終
了
後
は
、

早
速
焼
酎
を
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
57
人
が
誕
生

　
４
月
18
日
、
町
消
防
団
「
辞
令
交
付
式
」
が
オ

ー
ク
ス
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
新
入
団
員
57
人
と
班
長
以
上
の
新
幹

部
と
な
っ
た
28
人
の
そ
れ
ぞ
れ
に
古
庄
和
久
団
長

か
ら
辞
令
が
渡
さ
れ
、
新
入
団
員
を
代
表
し
て
第

３
分
団
の
正
木
邦
彦
団
員
が
「
忠
実
に
消
防
の
職

務
を
遂
行
し
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
式
の
後
、
新
入
団
員
と
幹
部
団
員
に
分
か
れ
て
、

器
具
の
取
り
扱
い
方
法
、
規
律
訓
練
、
救
急
訓
練

が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
は
、
初
め
て
使
う
消
防
器

具
の
使
い
方
や
各
種
訓
練
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

新入団員を代表して辞令を受ける正木邦彦団員

代表で黄色いバックをもらう児童 お兄さんお姉さんたちに拍手で迎えられる新・１年生

発売開始

■
町
内
で
入
学
式

■
町
消
防
団「
辞
令
交
付
式
」

■
焼
酎「
人
生
い
も
い
も
」発
売
開
始
式

　
４
月
９
日
、
町
内
の
小
中
学
校
で
一

斉
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学

校
２
９
０
人
、
中
学
校
３
１
９
人
の
新

入
生
は
、
期
待
と
不
安
を
胸
に
学
校
の

門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　
大
津
小
学
校
で
は
、
新
入
生
１
１
０

人
が
入
学
。
式
で
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、

元
気
に
「
は
い
！
」
と
返
事
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
小
学
新
１
年
生
た
ち
に
は
、
黄
色
い

帽
子
（
町
教
育
委
員
会
）、
黄
色
い
カ
サ

（
大
津
地
区
交
通
安
全
協
会
）、
黄
色
い

バ
ッ
ク
（
大
津
町
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
児
童
の
交
通
事
故
を
防
止
し

よ
う
と
毎
年
贈
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

収納倉庫

社
会
福
祉
の�

　
　

向
上
に
功
績

　
平
成
15
年
度
熊
本
県
社
会
福
祉
功
労
者
表

彰
が
行
わ
れ
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
功
績
が

あ
っ
た
皆
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

■
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

各小・中学校の入学者数（人）

大津小

室　小

大津南小

大津東小

大津北小

護川小

小　計

大　中

菊阿中

大津北中

小　計

合　　　計

110

78

40

9

17

36

290

175

10

134

319

609

中
学
校

小
学
校

藤本秀乗晴社中さん

矢野健次さん、梅田ソヨさん、池田美津子さんは、９年間にわたり
民生委員・児童委員を務め、住民と行政をつなぐパイプ役として、
福祉の向上のため相談・支援を行ってきました。

藤本秀乗晴社中さんは
20年間、三味線と民謡
で福祉施設の訪問活動
を続けてきました。

色鮮やかなハッピ

ふ
る
し
ょ
う
か
ず
ひ
さ

ま
さ
　
き

く
に
ひ
こ

ひ
ら
さ
き
や
す
ゆ
き

民
生
委
員
・
児
童
委
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

池田美津子さん�

（室）

いけ だ　み　つ　こ

梅田ソヨさん�

（引水）

うめ だ

矢野健次さん�

（灰塚）

や の けん じふじもとひでのりはるしゃちゅう



■ 

電
気
牧
柵
設
置
補
助�

■ 

説
明
会
の
開
催

　

町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農

作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
16

年
度
電
気
牧
柵
設
置
に
対
し
て
の
補
助

を
行
い
ま
す
。

○
補
助
要
件

　

対
象
者　
　

町
内
の
農
家

　

対
象
箇
所　

町
内
の
圃
場

　

補
助
額　
　

資
材
費
の
３
分
の
１
以

内
（
上
限
５
万
円
）

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

○
説
明
会
日
時

　

５
月
12
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
〜

○
場
所　

町
民
交
流
施
設
オ
ー
ク
ス
プ

ラ
ザ 

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

○
問
い
合
わ
せ

　

役
場
農
政
課 

農
政
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
６

■ 

児
童
手
当
等
の

■ 

申
請
は
５
月
中
に

○
対
象　

就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
、
所
得
が
一
定
未
満
の
人

（
平
成
16
年
６
月
分
か
ら
の
手
当
は
、

平
成
15
年
分
の
所
得
が
対
象
）

　

以
前
に
所
得
超
過
で
却
下
さ
れ
た
人
、

ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
が
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
５
月
中
に
認
定

請
求
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
認
定
請

求
し
要
件
に
該
当
す
れ
ば
翌
月
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す
。

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
児
童
手
当
の
支
給
は
、
小
学
校

３
年
生
ま
で
延
長
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

手
続
き
等
に
つ
い
て
は
法
の
改
正
後
に

対
象
者
の
方
へ
改
め
て
通
知
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
３

■ 

水
道
料
金
が

■ 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

■ 

で
支
払
え
ま
す

　

平
成
16
年
６
月
１
日
か
ら
バ
ー
コ
ー

ド
の
あ
る
納
入
通
知
書
で
納
期
限
内
で

あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

お
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　

大
津
菊
陽
水
道
企
業
団 

営
業
課

☎
（
２
９
３
）
７
７
１
１

■ 

自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

●
自
動
車
税
は
納
期
内
に

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初

め
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
期
内
に
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
か
県
の
出
先
機
関

の
税
務
課
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

○
納
期
限　

５
月
31
日（
月
）

●
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税
が
増
減

　

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ
ス
や

燃
費
性
能
が
優
れ
た
自
動
車（
新
車
）は
、

自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、
一
定
年
数
を

経
過
し
た
自
動
車
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

平
成
16
年
度
に
自
動
車
税
が
加
算
（
10

％
）
さ
れ
る
自
動
車

・
平
成
５
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車
新

規
登
録
さ
れ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車

・
平
成
３
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車
新

規
登
録
さ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　

県
菊
池
地
域
振
興
局 

税
務
課

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
１
１

■ 

住
宅
金
融
公
庫
が
個
人

■ 

向
け
融
資
の
受
付
開
始

○
第
１
回
申
込
受
付
期
間

　

４
月
21
日
（
水
）〜

　

平
成
17
年
３
月
31
日（
木
）

○
融
資
（
基
準
）金
利　

２
・
６
％

○
問
い
合
わ
せ

　

住
宅
金
融
公
庫 

南
九
州
支
店

☎
（
３
８
７
）２
０
０
０

■ 

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
を

■ 

無
料
配
布
し
ま
す

○
配
布
対
象
者

●
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

を
所
持
し
て
い
る
人

●
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
を
所
持

し
て
い
る
人

○
配
布
枚
数　

一
人
あ
た
り
20
枚

○
受
付
期
限　

５
月
31
日
（
月
）
ま
で

○
申
し
込
み
方
法　

身
体
障
害
者

手
帳
（
療
育
手
帳
）
を
持
参
の
う

え
最
寄
り
の
郵
便
局
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み

は
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　

大
津
郵
便
局 

郵
便
課

☎
（
２
９
３
）
２
０
４
２

■ 

み
ん
な
で
守
ろ
う
、

■ 

電
波
の
ル
ー
ル
！

　

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、
「
電

波
利
用
保
護
旬
間
」
で
す
。
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
不
法
無
線
局
か
ら
の
電
波
に

よ
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
が
障
害
を
受

け
た
り
、
警
察
や
消
防
・
防
災
な
ど
の

無
線
通
信
に
混
信
・
妨
害
が
発
生
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
不
法
無
線
局
を
開
設

し
た
り
、
運
用
し
た
り
す
る
と
、
電
波

法
違
反
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
ル
ー
ル
（
電
波
法
）
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

　

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
相
談
は

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　

九
州
総
合
通
信
局

☎
（
３
２
６
）
７
８
１
９

ありがとうございました
（敬称略）

次の皆さんから寄付や施設への訪問がありました。

心配ごと

相　　談

相 談 員場　所時　間期日相　談

身体障害者
相　　　談

10（月）
老人福祉
センター

〜
13：00

16：00
山下　　幸

行政相談 20（木） 〜
10：00

12：00
日野惠美子住民相談室

税務相談 10（月） 住民相談室〜
10：00

15：00
税 務 協 会
所属税理士

園芸相談 16（日）
大 津 地 区
公民館分館

〜
10：00

11：30
斉藤　節夫

〜

坂本　哲子11（火） 〜
13：00

16：00
老人福祉
センター

社 会 保 険
相談専門員　〃　年金相談 19（水） 　〃　

吉田　和信25（火） 　〃　 　〃　

矢野　健次18（火） 　〃　 　〃　

★注意　町民対話室で事前の予約が必要です。

法律相談 28（金） 弁　護　士
坂本　秀　〃　　〃　

毎週
月・水・金

教育相談 中央公民館
教育相談室

〜
  9：00

16：00
三島　哲男

☎293-2231

　３月９日、若草児童学園で、体力づくりと班の親睦
を兼ねた“風せんバレー大会”を各班対抗で行いました。
みんな大きな風せんに戸惑いながらも楽しく参加し、
終了後には景品をもらったりと充実した時を過ごし
ました。

 10（月） 人権啓発
福祉センター

13：30

15：30
矢野　健次

児童相談 18（火） 　〃　 梅田　ソヨ
  9：00

12：00
〜

■ 

平
成

     16
年
度

■ 

熊
本
県
保
育
士
試
験

　

熊
本
県
で
は
、
保
育
士
の
資
格
取

得
の
た
め
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

６
月
３
日（
木
）〜
16
日（
水
）

○
試
験
日

　

筆
記　

８
月
４
日（
水
）・
５
日（
木
）

　

実
技　

10
月
16
日（
土
）

○
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

☎
（
３
８
３
）１
１
１
１

（
内
線
７
１
２
５
）

■ 

平
成

     16
年
度

■ 

熊
本
県
調
理
師
試
験

○
受
付
期
間

　

６
月
７
日（
月
）〜
11
日（
金
）

○
試
験
日　

８
月
16
日（
月
）

○
試
験
会
場　

熊
本
県
立
大
学

○
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
程
度
で
、

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年

以
上
の
調
理
実
務
経
験
の
あ
る
方

○
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
（
３
８
３
）１
１
１
１

（
内
線
７
０
７
４
）

　６月１日現在、事業所・企業統計調査、商業統計調査及

びサービス業基本調査の三つの調査が全国一斉に実施さ

れます。この調査は、総務省と経済産業省が実施するもの

で、三つの調査が、１枚の調査票で行われます。調査の対

象は、全国すべての民営の事業所です。５月下旬から統計

調査員が、調査票の記入のお願いに各事業所を伺います

ので、調査にご理解とご協力をお願いします。

○問い合わせ　役場企画財政課 企画広報係

☎（293）3118

平成16年事業所・�
企業統計調査

商業統計調査、サービス業�
基本調査

平成16年事業所・�
企業統計調査

商業統計調査、サービス業�
基本調査

戸高秋男（高森町）　飯法師義則（久木野村）

■若草児童学園

大津町老連女性部　岩下ふさ子（室）　石原三男（室）

山下道男（室）　大塚勝博（室）　中井照夫（室）　室長

寿会　村山ヨシ子（矢護川）　大田黒重博（上町）　コ

ロナ美容室

■老人ホームすぎなみ園

1819

公共工事等入札結果公表

大津汚水枝線（2926号）管渠築
造工事

陣内汚水枝線（4471号）管渠築
造工事

平成16年度庁舎清掃（定期）業
務委託

平成16年度庁舎清掃（日常）業
務委託

平成16年度大津町老人福祉セ
ンター清掃業務委託

大津町浄化センター管理棟清
掃業務委託

大津町生涯学習センター清掃
管理業務委託

大津町運動公園総合体育館定
期清掃業務委託

大津町町民交流施設清掃業務
委託

平成16年度図書館清掃（定期）
業務委託

平成16年度町立公園等清掃管
理業務委託A

平成16年度町立公園等清掃管
理業務委託B

平成16年度町立公園等清掃管
理業務委託C

平成16年度町立公園等清掃管
理業務委託D

平成16年度大津小・大津北小機
械警備業務委託

平成16年度室小・大津東小機械
警備業務委託

大津町浄化センター水質及び
汚泥分析業務委託

生涯学習情報紙印刷業務委託

（株）西原建設工業

（有）岩下建設

（有）サンサービス
大津営業所

（有）サンサービス
大津営業所

（株）千代田熊本営業所

（株）千代田熊本営業所

（有）サンサービス
大津営業所

（有）グッドスタッフ

（株）千代田熊本営業所

（有）サンサービス
大津営業所

（有）日野環境

（株）千代田熊本営業所

（有）サンサービス
大津営業所

（有）新高

セコム（株）大津営業所

（株）キューネット

社団法人�
熊本県薬剤師会

創文印刷

10,972,500

16,800,000

1,260,000

1,680,000

1,654,800

577,500

3,150,000

1,365,000

575,400

871,500

1,575,000

1,333,500

1,732,500

1,764,000

535,500

510,300

3,885,000

1,701,000

工事（業務）名入札日 落札金額（円） 落札業者名

平
成
16
年
３
月
24
日

平
成
16
年
４
月
１
日



　
更
新
申
請
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
の
有

効
期
間
が
、４
月
１
日
申
請
分
か
ら
変
更
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
認
定
の
有
効
期
間
は

原
則
６
ヶ
月
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、原
則

12
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、状
態
が
安
定
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
、こ
れ
ま
で
は
有
効
期
間
が
12
ヶ

月
に
延
長
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、最
長
24
ヶ

月
ま
で
の
延
長
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
規
申
請
や
区
分
変
更
申
請
の
有
効
期
間

は
変
更
が
な
く
、今
ま
で
ど
お
り
原
則
６
ヶ

月
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
課 

介
護
保
険
係

☎
（
２
９
３
）３
１
１
３

国民
健康保険

介護保険

　
勤
め
て
い
た
会
社
を
退
職
し
た
方
な
ど
が
、国

民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
さ
れ
る
場
合
の
手
続

き
に
は
、①
退
職
日
や
職
場
の
健
康
保
険
の
資
格

が
喪
失
し
た
日
が
確
認
で
き
る
書
類（
資
格
喪
失

通
知
書
、退
職
証
明
書
、離
職
票
な
ど
）②
印
か
ん

③
同
じ
世
帯
に
国
保
の
方
が
い
る
場
合
に
は
、国

保
の
保
険
証
が
必
要
で
す
。ま
た
、国
保
の
方
が
就

職
し
て
職
場
の
健
康
保
険（
社
会
保
険
）に
加
入
し

た
場
合
も
同
じ
く
、手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、健
康
保
険
の
切
り
替
え
は
自
動

的
に
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、変
更
が
あ
っ
た
ら

す
ぐ
に
役
場
環
境
保
健
課
国
保
医
療
係
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
環
境
保
健
課 

国
保
医
療
係

☎
（
２
９
３
）３
１
１
４

勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
た
の
で

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
い
の
で
す
が
？

要
介
護
認
定
の
通
知
が
届
き
ま
し
た
が
、

有
効
期
間
が
以
前
よ
り
長
い
よ
う
で
す
。

ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？

ホームペ
ージタックスア
ンサー

2021

ぼ
し
ゅ
う

■ 
ご
存
じ
で
す
か
？

■ 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

■ 

税
金
相
談

　

一
般
的
な
税
金
の
質
問
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
熊
本
国
税
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
も
「
税
金
相
談
」
、
「
税
の

い
ろ
い
ろ
」
、
「
税
の
お
知
ら
せ
」
、
「
税

の
学
習
コ
ー
ナ
ー
」
、
「
税
務
署
案
内
」
、

「
入
札
情
報
」
な
ど
税
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【h
ttp://w

w
w

.tax
an

sw
er.n

ta.g
o.jp

】○
熊
本
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【h
ttp://w

w
w

.k
u
m

am
oto.n

ta.g
o.jp

】

○
問
い
合
わ
せ

　

菊
池
税
務
署

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
２
１
２
１

も
よ
お
し

 11月に行われる「第16回からいもフェスティバルinお

おづ」のメーンイベント「からいも掘り大会」のための

からいも苗を植え付けるミニ農園主を募集しています。

■日時　５月30日（日）　午前９時から１時間程度（小雨決行）

■会場　本田技研工業（株）熊本製作所南側からいも畑

■料金　１口　3,000円　当日徴収�

１グループ５人以内

■申し込み方法　官製はがきにグループ代表者の住所、

氏名、電話番号、参加人数、口数を明記して、お申し

込みください。

■収穫と管理　11月のからいもフェスティバル当日

に申込者が収穫します。また、植え付け後の管理は

JA甘藷部会が行います。

■申込締切　５月24日（月）

■申込・問い合わせ　869-1292　役場商工観光課内

　からいもフェスティバル実行委員会事務局

☎293-3115

昨年の木工教室

　「からいも」は、数多くある本町の農産物の中でも県下

トップの生産量を誇る代表的な作物です。上図のからい

もをイメージキャラクターとして町独自の地域再生や

地産地消などに取り組みます。シンボルモニュメントや

看板作成を予定しており、愛称を募集します。親しみや

すい名前をお待ちしています。

■応募方法　応募用紙に「愛称」・住所・氏名・年齢と簡単

な理由をご記入ください。（応募用紙は役場・中央公民

館・体育館・図書館にあります）

　　また、はがきや大津町役場ホームページ「みんなの

声Q&A」もご利用ください。

■応募資格　町内に在住、在勤の人

■採用者には、賞品（からいも・岩戸の里温泉券・バッジ）

を贈呈

■応募締切り　５月31日（月）

■申込・問い合わせ　役場企画財政課 企画広報係

☎293-3118

　※注「ほりだし君」は、登録商標であり採用できません。

からいも
イメージキャラクター�
の愛称募集

からいも
イメージキャラクター�
の愛称募集

大津町社会福祉協議会 臨時職員募集 ○問い合わせ　町社会福祉協議会　☎（293）2027

○雇用予定期間　平成16年６月１日（火）～平成17年３月31日（木）

○受付期限　５月21日（金）　　○申し込み　履歴書を持参のうえ、社協事務局へ申し込んでください。

職　　種

介護支援専門員

（ケアマネージャー）

登録ホームヘルパー

募集人員（人）

１

４～５

勤務日

月～金
�

月～日のうち�

勤務可能な曜日

勤務時間

８：30～17：15

８：30～17：15のうち�

勤務可能な時間帯

資格等

要資格

要資格

雇用保険

無

無

社会保険

有

無

■ 

町
営
住
宅
補
充
入
居
者
募
集

○
募
集
す
る
団
地　

西
獄
団
地
１
戸
・

北
出
口
団
地
１
戸
・
西
鶴
団
地
１
戸

○
申
込
資
格　

大
津
町
に
住
所
ま
た
は

勤
務
先
が
あ
る
人
で
、
町
営
住
宅

の
入
居
基
準
を
満
た
す
人
。

○
申
込
期
間

　

５
月
17
日
（
月
）
〜
21
日
（
金
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
都
市
計
画
課 

建
築
住
宅
係

☎
（
２
９
３
）
４
０
１
１

■ 

歯
の
健
康
展

○
日
時　

６
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時

○
場
所　

菊
池
郡
市
歯
科
医
師
会
館

○
内
容　

歯
の
無
料
検
診
、
相
談
、
歯

周
病
の
お
話
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布
、

ゲ
ー
ム
な
ど

○
問
い
合
わ
せ　

高
木
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
０
９
６
８
（
２
５
）
１
９
６
３

■ 

２
０
０
４
年

■ 

く
ま
も
と
陶
磁
器
展

　

県
内
か
ら
84
の
窯
元
が
一
堂
に
会
し

陶
磁
器
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
下
最

大
の
や
き
も
の
の
祭
典
「
く
ま
も
と
陶

磁
器
展
」
で
お
気
に
入
り
を
み
つ
け
ま

せ
ん
か
。

　

町
内
か
ら
は
、「
日
暮
窯
」・「
陶
房
円

満
寺
窯
」・「
三
水
窯
」が
出
展
さ
れ
ま
す
。

○
期
日　

６
月
４
日
（
金
）
〜
６
（
日
）

○
入
場
料　

５
０
０
円

　

（
た
だ
し
、
中
学
生
以
下
は
無
料
）

○
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

☎
（
２
８
６
）
８
０
０
０

　例年６月に行っていました山開きを１ヶ月ほど早めて、今年は

５月に行います。春の一日をハイキングや恒例のヤマメのつかみ

どり、ネイチャーゲームなどでより自然と親しんでもらう企画を

用意しています。臨時駐車場（元真城小）からキャンプ場までシャ

トルバスが運行しますので、家族連れでお越しください。

○日時　５月16日（日）午前10時

○場所　弥護山自然公園内陽の原キャンプ場

○内容　ヤマメのつかみどり（小学生以下）、

　　　　木工教室、陶芸体験教室など

○問い合わせ　役場商工観光課内 明日観事務局　　☎293-3115

弥護山自然公園山開き

からいも苗植え付け
参加者募集！！

からいも苗植え付け
参加者募集！！



26 28金

2 日 水5 6 木 7 金 8 土

9 日 10 月 11 火 水12 13 木 14 金 15 土

16 日 17 月 18 火 水19 20木 21 金 22土

23日 24月 25火 水 27木 29土

5 土30日 31 月 1 火 水2

月 月

2223

3 4 火月

1 土

３～４カ月児
健診
Ｈ16年１月生
13:30～14:30

福祉

弥護山自然公園�
山開き
・陽の原キャンプ場
10:00～ 体育施設等申請

受付開始（6月分）

からいも�
フェスティバル
・からいも苗植え付け
９:00～本田技研南側
からいも畑

３歳児健診
Ｈ13年３月生
13:15～13:45

福祉

１歳６ヵ月児健診
Ｈ14年10月生
13:15～13:45

福祉
お誕生月児育児
相談
Ｈ15年５月生
９:30～10:30

福祉

　
今
月
５
月
号
か
ら
広
報
お

お
づ
の
担
当
と
な
り
ま
し
た

和
田
と
申
し
ま
す
。▼
こ
れ

ま
で
の
私
の
人
生（
３
□
年
）

の
中
で
全
く
経
験
の
な
い
未

知
の
世
界
に
突
入
…
と
い
っ

た
気
持
ち
で
す
。原
稿
作
り
、

写
真
撮
り
、記
事
の
レ
イ
ア

ウ
ト
ｅ
ｔ
ｃ
。▼
今
月
号
は

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

一
つ
の
紙
面（
１
ペ
ー
ジ
）を

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
こ
ん
な

に
も
大
変
な
の
か
と
…
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
発
行
と
な
り

ま
し
た
。▼
読
み
づ
ら
い
点

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

読
者
の
皆
さ
ん
の
感
想
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。わ
か
り

や
す
い
、親
し
み
の
あ
る
広

報
紙
を
目
指
し
て
！
（
ｗ
ａ
）

道の駅大津道の駅大津
☎（294）1600

５ 月 の イ ベ ン ト

　

木　

天
羅

市
原
し
ゅ
う

本
田　

笑
花

真
嶋　

伊
吹

石
田　

百
花

中
村　
　

拓

中
村　

憲
悟

豊
嶋　

咲
良

　
　
　

幹
太

甲
斐　

桜
雅

植
松　

唯
良

吉
村　

悠
希

家
入
真
名
斗

村
山　
　

翔

白
井　

杏
奈

中
山　

天　

松
村　

拓
音

萩
原
さ
く
ら

長
留　

日
和

古
荘　

由
佳

安
永　

光
希

西
本　
　

香

末
岡　
　

響

赤
星
う
ら
ら

齊
藤　

菜
帆

荒
木　

優
響

た

か 

き　

　

　

て　

ら

い

ち

は

ら

ほ

ん 

だ 

　

　

 

わ　

か

 

ま 

し

ま　

　

 

い 

ぶ

き

い

し 

だ　

　

 

も

も 

か

な

か

む

ら　

　

　

　

た

く

な

か

む

ら　

　

け

ん 

ご

と

よ

し

ま　

　

さ

く 

ら

た

か

は

ま　

　

か

ん 

た

 

か　

い　

　

 

お

う 

が

う

え

ま

つ 

　

　

ゆ　

ら

よ

し

む

ら　

　

ゆ

う 

き

い

え

い

り 

ま　

な　

と

む

ら

や

ま　

　

　

　

し
ょ
う

し

ら 

い 

　

　

あ

ん 

な

な

か

や

ま　

　

そ

ら 

り

ま

つ

む

ら　

　

た

く 

と

は

ぎ

わ

ら

な

が

ど

め　

　

 

ひ 

よ

り

ふ

る

そ

う 

　

　

ゆ　

か

や

す

な

が　

　

こ

う 

き

に

し

も

と　

　

り

ん 

か

す

え

お

か　

　

　

　

ひ
び
き

あ

か

ほ

し

さ

い

と

う 

　

　

な　

ほ

あ

ら 

き　

　

　

う

き
ょ
う

出
生
児
氏
名

　

忍
朋　

樹

貴　

昭

　

剛
孝　

樹

勝　

巳

和　

樹

浩　

二

健　

児

和　

之

英　

一

大　

祐

和　

美

信　

夫

　

勤　
貴　

博

　

崇
真　

一

直　

之

輝　

幸

展　

宏

卓　

也

　

泉
昌　

弘

哲　

史

雄　

一

届
出
人

住　

所

　

室

　

室
大　

津

引　

水

平　

川

吹　

田

大　

津

　

森
高
尾
野

大　

津

引　

水

杉　

水

　

室
矢
護
川

引　

水

杉　

水

引　

水

　

室
美
咲
野

高
尾
野

引　

水

大　

林

　

室

　

森
大　

津

　

室

■休日や夜間の医療機関については、地域救急医療情報センター

　「菊池消防組合本部」（☎232-9331）にお問い合わせください。

3 木 4 金

医  療  機  関　　　 　  所在地　　  電話番号

日曜在宅医５月

19:00まで

住民課窓口証明
業務延長

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

３
月
10
日
〜

　

　

４
月
９
日
届
出
分

（
敬
称
略
）

☆夏のインテリア
　イ草製品フェア
５月２日（日）～31日（月）

☆新作のれん市
５月１日（土）～２日（日）

☆はんぱ物掘り出し市
５月２日（日）～５日（水）

☆信楽焼 つくばい・
　水もの特集
５月１日（土）～31日（月）

☆夏の風物詩 金魚の置物・
　蚊遣器集合
５月１日（土）～31日（月）

19:00まで

住民課窓口証明
業務延長

吉
岡　

義
信

池
田
モ
モ
エ

岡
田
カ
ノ
エ

吉
田　

勝
身

岩
下　

勝
彦

佐
藤
カ
ツ
子

矢
野　

峯
雄

國
武
千
鶴
子

山
西　

梅
人

福
居　

正
弘

益
田
シ
ズ
エ

中
野
子
ジ
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田

大　
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陣　

内
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新
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大　

津

外　

牧

　

室
陣　

内

　

町
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水
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水

74
歳

99
歳

100
歳

87
歳

60
歳

66
歳

84
歳

88
歳

91
歳

87
歳

89
歳

91
歳

77
歳

65
歳

在宅当番医は
変更されるこ
とがあります

時間 プログラム期日 問い合わせ

（雨天時室内遊び）

（0歳児対象）

●要 子どもの写真1枚

●要 ビニール手袋、帽子

（5/11から受付開始）

●要 着替え・タオル

リズム遊び

（スポーツの森大津・体育館）

10：00
〜

12：00

10：00
〜

12：00

（時間厳守）
10：30

11：00
〜

12：00

10：00
〜

12：00

10：00
〜

11：30

10：30
〜

11：30

人権啓発
福祉センター
「はとぽっぽクラブ」
☎（292）9777

白川幼稚園
☎（293）7550

大津音楽幼稚園
☎（293）7521

北部子育て
支援センター
（杉水保育園内）
☎（293）8156

●遊びに来るときは、事前にご連絡ください。

なみかわ小児科（小）
よしもと小児科（小・内・アレルギー）
つつじ台歯科医院

2日
293-1163
233-2520
294-0882

大津町
菊陽町
大津町

勝久病院（外・胃・消）
菊陽台病院（整・内・消・リハ）
高木歯科クリニック

9日
293-5000
232-1191

0968-25-1963

大津町
菊陽町
菊池市

山縣医院（内・神）
武蔵しもむら医院（内・小・アレルギー）
高田歯科クリニック

16日
293-4430
339-7561
337-7139

大津町
菊陽町
菊陽町

岩倉整形外科医院（整・麻・リハ・形成）
宮原内科皮フ科医院（内・皮）
林康博歯科医院

23日
293-8888
232-8383

0968-24-4182

大津町
菊陽町
菊池市

岩根胃腸科外科医院（外・胃）3日 0968-25-4230菊池市

西山医院（内・小）4日 0968-25-2561菊池市

黒川産婦人科医院（産・婦）5日 0968-25-1071菊池市

たしろクリニック（胃・消・内・リハ・アレルギー・こう門）
馬場医院（内・外）
竹田津歯科医院

30日
340-3220
232-1903
294-0787

大津町
菊陽町
大津町

子育て支援5月プログラム子育て支援5月プログラム

19:00まで

住民課窓口証明
業務延長

19:00まで

住民課窓口証明
業務延長

散歩へ行こう（親水公園）

ママお話しましょう

4・5月生まれの誕生会

トランポリンで遊ぼう

エアロビクス

プレゼント作り

イモの苗植え

5月生まれのお誕生会

元気に遊ぼう

読み聞かせ・折り紙遊び

ゲーム遊び

のびのび遊ぼう

運動遊び（飾り作り）

自由来館日

はじめまして！イチゴクラブ！！

ミニミニスポーツランド！！

11（火）

14（金）

18（火）

25（火）

6（木）

13（木）

20（木）

27（木）

12（水）

19（水）

26（水）

7（金）

14（金）

21（金）

21（金）

28（金）

10（月）

図休

図休

図休

図休

図休

町中央公民館
町文化ホール
町民交流施設
町老人福祉センター
町運動公園
おおづ図書館休館
町運動公園休園
岩戸の里休館

中公

ホール

オークス

福祉

スポ森

スポ休

岩戸休

図休

スポ休

スポ休

スポ休

福祉

マタニティー
セミナー
10:00～12:00

5月の納付

●固定資産税第１期

６～７カ月児健診
Ｈ15年10月生
13:30～14:30

福祉

岩戸休

岩戸休

イ草製品フェア

10：00
〜

12：00

大津町子育て
支援センター

「すこやか」
（老人福祉センター内）
☎（294）9511
＊5月4日（火）は祭日
　のため「すこやか」
　はありません

スポ休

憲法記念日 国民の休日 こどもの日

事業所・企業統計
調査、商業統計調
査、サービス業基
本調査基準日

南部子育て
支援センター
（白川保育園内）
☎（293）2194
＊5月10日（月）劇団
　ちろりんの上演が
　あります。
　（10：00～）

劇団ちろりん
「おばあさんとたぬき」上演

スポ休

大津町教育の日

町内３中学校体育大会
８:30～

町総合体育館（生涯スポーツ室）からのお知らせ

体育施設等の翌月分の申請は、毎月15日から受付けて

います。（ただし、15日が土・日・祝日の場合は、15日以

降の最初の平日が申請の受付開始日となります。）

※４月から電話予約ができるようになりましたので、

詳しくは、お問い合わせください。

○問い合わせ　総合体育館　　　　　☎（293）8088

一般献血のお知らせ

○日時　５月６日（木）

　　　　①午前９時30分～
　　午前11時30分

　　　　②午後０時30分～
　　午後４時

○場所　ジャスコ大津店


